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こ
ぼ
れ
話

康
香
は

と
数
え
る

「
へ
そ
」
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長
和
三
年
（
一

O
一
四
）
二
月
九
日
、
内
裏
が
焼
亡
し
た
。
『
小
右
記
』
の
同
日
条

と
そ
れ
に
続
く
記
事
か
ら
、
以
前
、
「
徒
歩
の
実
資
、
乗
車
の
実
資
」
と
い
う
エ
ッ
セ

イ
を
書
い
た
が
（
『
日
本
歴
史
』
七
一
二
号
二

O
O七
年
）
、
こ
の
内
裏
焼
亡
を
素

材
に
ま
た
一
つ
。

内
裏
が
焼
け
た
と
き
、
一
番
先
に
救
い
出
す
の
は
天
皇
だ
が
、
モ
ノ
で
は
賢
所
す

な
わ
ち
神
鏡
で
あ
っ
た
。
『
小
右
記
』
同
日
条
で
、
実
資
は
大
極
殿
に
駆
け
つ
け
、
天

皇
・
中
｛
呂
・
東
宮
の
無
事
を
知
っ
て
安
堵
し
た
あ
と
、
す
ぐ
に
安
否
を
確
認
し
た
の

は
、
「
恐
所
奉
レ
出
了
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
恐
（
賢
）
所
」
で
あ
っ
た
。
天
皇

・
神
器
の
安
全
が
確
認
さ
れ
る
と
、
今
度
は
稀
少
な
高
価
な
品
々
が
次
々
に
持
ち
出

さ
れ
る
。
火
災
の
翌
日
、
左
大
臣
道
長
は
焼
け
跡
か
ら
金
銀
を
回
収
さ
せ
た
。
蔵
人

所
納
殿
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
砂
金
や
調
度
類
に
使
っ
て
い
た
金
銀
細
工
が
溶
解
し
て

塊
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

第 3号史人

＊
 

十
三
日
に
な
る
と
、
納
殿
を
預
か
る
蔵
人
所
出
納
が
、
火
災
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ

て
「
唐
物
」
の
一
部
を
ち
ょ
ろ
ま
か
し
た
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
取
り
調
べ
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
火
災
直
後
に
は
、
右
の
唐
物
と
は
別
に
、
丁
子
・
純
金
・
廉
香
を
内
裏
か

ら
取
り
出
し
朝
堂
院
に
運
ん
で
い
た
。
そ
の
話
を
翌
日
開
い
た
実
資
は
、
続
け
て

「
而
勝
香
紛
失
云
々
、
升
臓
胴
云
々
」
と
記
す
。
運
び
出
し
た
お
宝
の
う
ち
、
勝
香
は

紛
失
し
た
そ
う
だ
、
そ
の
数
は
こ

O
「
燐
」
だ
っ
た
そ
う
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

紛
失
し
た
欝
香
は
、
十
八
日
、
蔵
人
所
小
舎
人
秋
成
が
盗
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
秋
成
は
盗
ん
だ
虜
香
の
う
ち
ヱ
ハ
勝
」
を
「
尿
管
」
に
入
れ
、
「
古
東
宮
」

（
西
雅
院
か
）
に
埋
め
て
隠
し
て
お
い
た
が
、
秋
成
の
自
白
を
も
と
に
掘
り
出
し
た

と
い
う
。
残
り
は
近
江
国
に
持
ち
出
し
た
と
の
自
白
に
よ
っ
て
、
検
非
違
使
が
小
舎

人
秋
成
を
連
れ
て
近
江
国
に
馳
せ
向
か
っ
た
。
何
時
の
時
代
で
も
火
事
場
泥
棒
は
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
内
裏
焼
亡
の
場
合
、
火
事
場
泥
棒
は
、
蔵
人
所
出
納
・
小
舎
人

ら
、
平
素
、
お
宝
の
管
理
・
出
納
に
あ
た
る
下
級
官
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
っ
さ

に
隠
し
た
容
器
が
中
宮
や
女
房
が
使
う
「
尿
管
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
面
白
い
。

＊
 

だ
が
こ
こ
で
私
の
目
を
引
い
た
の
が
「
汁
勝
」
「
六
府
」
の
文
字
で
あ
る
。
勝
香
は
、

「
へ
そ
」
を
単
位
に
数
え
る
の
か
？
そ
こ
で
す
ぐ
さ
ま
『
小
右
記
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

本
例
を
含
め
五
例
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
和
四
年
九
月
二
十
四
日
、
大
宰
権
帥
藤

原
隆
家
が
種
々
の
唐
物
を
八
つ
の
皮
縫
に
入
れ
て
天
皇
に
献
上
し
た
が
、
皮
箆
の
な

か
に
は
「
種
々
香
、
丁
子
百
余
両
・
勝
香
十
勝
・
甘
松
・
衣
香
・
甲
香
・
沈
香
」

「
欝
金
・
薫
陸
」
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
廉
香
は
「
十
瞬
」
だ
っ
た
。
ま
た
、
万
寿

四
年
（
一

O
二
七
）
十
二
月
八
日
、
肥
後
守
惟
宗
貴
重
か
ら
実
資
に
唐
物
が
進
上
さ

れ
た
が
、
そ
の
内
訳
は
「
勝
香
二
勝
〔
瞬
〕
・
丁
子
十
両
・
大
文
唐
綾
二
疋
・
蘇
芳
汁

斤
・
金
青
三
両
二
分
・
縁
青
吉
岡
・
横
榔
三
百
把
・
温
石
鍋
二
口
、
大
小
一
口
」
と

あ
り
、
す
べ
て
数
え
る
単
位
が
つ
い
て
い
る
。
蔚
香
を
数
え
る
単
位
は
や
は
り

「
瞬
間
」
な
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
万
寿
五
年
十
二
月
十
五
日
、
宋
商
客
周
文
爾
が
右

大
臣
実
資
に
進
上
し
た
貨
物
目
録
の
な
か
に
「
翠
紋
緑
殊
錦
壱
疋
、
大
紋
白
綾
参
疋
、

蔚
香
弐
瞬
、
丁
香
伍
拾
両
、
沈
香
伯
両
、
・
・
・
」
が
あ
り
、
中
国
で
も
康
香
を
数
え

る
単
位
は
「
瞬
」
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
物
の
単
位
が
中
国
方
式
で
あ
る
の
は

当
然
で
は
あ
る
。
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そ
う
す
る
と
物
語
文
学
に
も
出
て
き
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
『
と
は
ず
が
た
り
』
巻



『小右記』こぼれ話

二
「
酒
宴
の
後
、
院
の
黙
契
で
大
殿
作
者
と
契
る
」
に
は
、

今
日
は
御
所
の
御
雑
掌
（
ざ
し
ゃ
う
）
に
で
あ
る
べ
き
と
て
、
資
高
（
す
け
た

か
）
承
る
。
御
事
お
び
た
た
し
く
用
意
し
た
り
。
傾
城
（
け
い
せ
い
）
参
り
て
、

お
び
た
た
し
き
御
酒
盛
な
り
。
御
所
の
御
は
し
り
ま
ひ
と
て
、
こ
と
さ
ら
も
て

な
し
ひ
し
め
か
る
。
沈
（
ぢ
ん
）
の
折
敷
（
を
し
き
）
に
か
ね
の
盃
（
さ
か
づ

き
）
す
ゑ
て
、
廓
香
（
ざ
か
う
）
の
ぺ
引
当
寸
入
れ
て
、
姉
賜
（
た
ま
）
は
る
。

か
ね
の
折
敷
に
、
瑠
璃
（
る
り
）
の
御
器
（
ご
き
）
に
ぺ
剖
寸
寸
入
れ
て
、
妹

（
お
と
と
）
賜
は
る
。

と
あ
り
、
院
が
主
催
す
る
宴
で
、
姉
の
白
拍
子
に
は
沈
香
の
折
敷
に
「
か
ね
」
の
杯

を
載
せ
、
そ
れ
に
廓
香
を
「
へ
そ
三
つ
」
入
れ
、
妹
に
は
「
か
ね
」
の
折
敷
に
瑠
璃

の
器
を
載
せ
、
そ
れ
に
廓
香
を
「
へ
そ
一
つ
」
入
れ
て
与
え
た
と
い
う
。
「
瞬
」
を

「
へ
そ
」
と
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＊
 

で
は
な
ぜ
焼
香
は
「
瞬
」
（
へ
そ
）
で
数
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
廓
香
が
何
な

の
か
わ
か
れ
ば
、
す
ぐ
に
納
得
で
き
る
。
ジ
ャ
コ
ウ
（
廓
香
）
と
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

岳
地
帯
に
生
息
す
る
雄
の
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
の
腐
と
生
殖
器
の
間
に
あ
る
に
お
い
袋

（
香
嚢
）
か
ら
取
る
分
泌
物
で
あ
る
。
瞬
か
ら
続
く
康
香
腺
（
に
お
い
袋
）
を
瞬
間
か

ら
え
ぐ
り
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
塊
が
焼
香
。
薦
香
は
す
な
わ
ち
勝
（
へ
そ
）
の
塊
な

の

で

あ

る

。

（

二

O
O
五
年
三
月
一
一
日
成
稿
）
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『
小
右
記
』
講
読
担
当
者
一
覧
④

担

当

条

五
日

長
保
元
年
八
月
二
七
日
・
二
八
日
・
二
九
日

九
月
一
日
・
二
日
・
三
日
・
四
日
条

長
保
元
年
九
月
一

O
日
・
一
一
日
・
一
二
日
・

一
三
日
条

長
保
元
年
九
月
一
四
日
・
一
五
日
・
二
ハ
日
・

一
七
日
・
一
八
日
・
一
九
日
条

長
保
元
年
九
月
二
四
日
・
二
五
日
・
二
七
日
・

二
八
日
・
ご
九
日
条

長
保
元
年
九
月
二
四
日
・
二
五
日
・
二
七
日
・

二
八
日
・
二
九
日
・
三

O
日
・
一

O
月
一
日
条

長
保
元
年
一

O
月
二
日
・
五
日
・
六
日

長
保
一
元
年
一

O
月
二
一
日
・
一
四
日
・
一
五
日
条

長
保
元
年
一

O
月
二
一
日
・
二
二
日
・
二
三
日
・

二
四
日
条

長
保
元
年
一

O
月
二
五
日
・
二
七
日
条

長
保
元
年
一

O
月
二
八
日
・
二
九
日
・
三

O
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
日
・
二
日
・
三
日
条

長
保
元
年
一
一
月
四
日
・
五
日
・
六
日
条

長
保
元
年
一
一
月
九
日
・
一

O
日
・
一
一
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
一
一
日
・
二
二
日
・
一
四
日
・

一
五
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
八
日
・
一
九
日
・
ニ

O
日
・

二
一
日
条

長
保
元
年
一
一
月
七
日
・
八
日
条

担
当
者

福
田

斎

福
田

斎

小
島

荘

一
稲
田

斎

片小福
上谷田
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